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．はじめに
発達障害という名称は一般市民も用いるほどに広く浸透している。一方で、その対応にな
ると、対応に困難を覚える事例は少なくない。このような困難さは、発達障害そのもののこ
だわりや認知特性だけでなく、そこから派生する二次的な問題、その中でも発達障害とトラ
ウマが絡み合うことからもたらされることもある。たとえば、これは自閉症スペクトラム障
害と診断されている高校 年生の事例である ）。
事例
ある日の部活動で、乱暴な生徒から どけ じゃまだ 消えろ などと言われたことを
きっかけに腹痛を訴え、就寝した後に覚醒して泣き叫ぶなどの症状も現れた。登校をしぶる
ようになり、保護者と担任が心配して受診に至った。本人から話を聞いてみると、今回の出
来事とは別に、高校 年生のときにいじめを受けていたことが判明した
上記のような事例の激しい症状は自閉症スペクトラムの認知特性だけでなくトラウマとい
う視点を持ち理解を図らないと対応困難に陥りやすいケースである。
ところで我が国の障害者施策に目を向けてみると、大きな転換期を迎えている。 年に
は 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）） が施行さ
れ、障害を理由とした差別の解消が大体的に推進されることになった。この流れからも、学
校側は障害をもつ児童生徒およびその保護者の教育的ニーズに対して組織的に対応していく
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）糸井岳史 事例 発達障害とトラウマ─いじめ被害により学校不適応となった自閉症スペクトラム障害
を伴う高校生─、藤森和美・青木紀久代・堀越勝（編）トラウマ（これからの対人援助を考えるくらしの
中の心理臨床） 福村出版、
）内閣府 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 （
）（参照 ）
ことは緊喫の課題になってくると考えられる。また、平成 年から平成 年まで概ね 年間
を対象にした障害者基本計画（ 次））では国民の理解の促進に向けた広報・啓発活動や施
策の充実を図る障害特性の一つとして発達障害があげられている。国の政策としても発達障
害の理解や対応に向けて重点的に対策を講じようとしていることが理解できる。
そこで本稿では、教育領域で発達障害のニーズを満たしていくためにはどのようなことに
配慮していくべきなのか特に本邦では取り組みが少ない トラウマ をキーワードにして考
えていく。
．方 法
まず、発達障害とトラウマの概念の動向をアメリカ精神医学会作成の精神疾患の診断・統
計マニュアル（ ）を中心にお
さえ、発達障害とトラウマの併存率および発達障害のトラウマの特徴を述べる。次に、米国
を中心に実践されているトラウマセンシティブスクール（ ）
の概念を紹介し、最後に発達障害における の可能性を検討する。
．発達障害とトラウマ
．発達障害とは
発達障害は、文部科学省が 年に実施した調査 ）で、発達障害を疑われる児童生徒が
％在籍しているという非常に高い数字の結果から、関心がより高まった。また、最近の
発達障害の罹病率 ）は、知的障害 ％、自閉症スペクトラム障害 ％強、注意欠如多動性
障害 ％、学習障害 ％と、すべてを合計すると ％強という高い数値が報告されてい
る。
診断における発達障害の概念は、 年に発表されたアメリカ精神医学会作成の精神疾患
の診断・統計マニュアル第 版（ ））において大きな転換が見られた。
では自閉性障害、アスペルガー障害、特定不能の発達障害、レット障害などのサブタイプの
上位概念であった広汎性発達障は、 では撤廃され、レット障害を除き自閉症スペ
クトラム障害（ ）という単一概念のもとにまとめられ
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）内閣府 障害者基本計画（第 次計画 平成 年度 平成 年度） （
）（参照 ）
）文部科学省 通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に
関する調査結果について （
）（参照 ）
）杉山登志朗 発達障害の薬物療法 ・ ・複雑性 への少量処方 岩崎学術出版社、
）
（日本精神神経学会監 精神疾患の診
断・統計マニュアル、医学書院、 ）
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た。このサブタイプが消失した背景には、サブタイプの生物学的異同を明確にした研究はな
く、正確に分類することが不可能であることが明らかになったことも要因の一つとして挙げ
られている ）。
広汎性発達障害の主症状は今まで 兆候と呼ばれる 社会性の障害 、 コミュニケーショ
ンの障害 、 想像力の障害 で説明されていた。 では 社会的コミュニケーショ
ンおよび対人的相互反応の障害 と 行動、興味、活動の限局された反復的な様式 の前者
の つを つにまとめ 兆候になった。また、 兆候は、レベル （支援を要する）、レベル
（十分な支援を要する）、レベル （非常に十分な支援を要する）の 段階で重症度を記
載することが求められている。このように自閉症スペクトラムは重症の者から軽症の者まで
境界線は引かずに連続的にとらえるというカテゴリー診断からディメンション診断へと転換
することになった ）。
．トラウマとは
トラウマという言葉は元来身体の外傷を意味していた。 世紀の末ごろから、鉄道事故な
どの文明の近代化の事故による衝撃的な出来事が心に及ぼす影響に対して与えられるように
なった ）。心への影響であることを明瞭にするためにトラウマを 外傷 ではなく 心的外
傷 と訳すことともある。事故、災害、犯罪などのときにしばしば耳にする心的外傷後スト
レス障害（ ）は生命が脅かされるような出来事によって
引き起こされる心的後遺症につけられた診断名であり、その概念は 年に発表された
に初めて登場した。 におけるトラウマの定義は の基準 に示されて
いる（表 ）。この基準 におけるトラウマティックな出来事には、実際の身体的暴行また
はその脅威、性的暴力またはその脅威、天災または人為災害、重大な自動車事故、暴行事件
における 身体的あるいは性的虐待、家庭内暴力、事故などの目撃など広範囲の内容が含ま
れる。
の主症状としては 侵入症状 、 回避症状 、 認知と気分の陰性の変化 、 覚醒度
と反応性の著しい変化 があげられる（表 ）。
このような症状が ケ月以上持続している場合は 、トラウマティックな出来事から
日 カ月以内の場合には急性ストレス障害（ ）と診断され
る。 に記載されているが、ストレス因が拷問、性的暴力のように人に対する意図的な
ものである場合は、障害が重症化したり長期化しやすい。また、基準 を満たしていない
トラウマティックな出来事でも、これらの症状の一部が認められることは臨床的にもよく認
められる。
の上位概念である 心的外傷およびストレス因関連障害群 の中には他に 反応性
アタッチメント障害 、 脱抑制型対人交流障害 が含まれている。いずれも小児期の著しく
不十分な養育である社会的ネグレクトが病因の一つとされている。前者は苦痛なときでも援
）桑原斉 医学的見方 の診断基準 機関誌 心理学ワールド 特集 自閉症スペクトラム障害
新曜社、
）傳田健三 自閉スペクトラム症（ ）の特性理解 心身学、 、 、
）森茂起 トラウマの発見 講談社、
助と慰めを求めず情動的に引きこもり大人とかかわろうとしない、後者は前者とは逆に見知
らぬ人にも馴れ馴れしかったり、だれかれ構わずついて行くといった行動の特徴が見られ
る。いずれの障害も によれば、障害はまれと記載されており、臨床場面でも遭遇する
機会は少ないと考えられる。しかしながら、アタッチメントの問題を抱えているクライエン
トの場合は程度は異なるものの、上記のような行動の特徴を示す可能性があることを知って
おく必要がある。
大阪商業大学教職課程研究紀要 第 巻 第 号（通号 号）
表 ）におけるトラウマの定義
表 の主な症状
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．発達障害とトラウマ
あいち小児保健総合医療センターの子ども虐待の専門外来の報告 ）によれば、被虐待児約
名のうち、 ％は 、 ％は 、 ％は知的障害と計 ％が精神医学的診断が
可能とし、発達障害は子ども虐待のリスク因子になるとしている。発達障害はその親におい
ても似たような認知特性が認められることも多く、このことがまた虐待のリスクにもなる。
発達障害とトラウマの関係について、清水は臨床上の特徴として二点挙げている ）。第一
は 軽微な出来事によるトラウマ化 である。軽微な出来事とは口論や叱責など一般的には
トラウマになりにくいものである。しかし、その反応は出来事の内容に比べて激しく、軽減
しないのが特徴である。このような背景には感覚過敏、場を読むことの困難さ、見通しの立
てにくさといった発達障害の認知特性が想定され、軽微な出来事が衝撃的な出来事として認
知される。第二は 意外な誘因によるトラウマ想起 である。これは他者には共有しがたい
トリガーによりトラウマ記憶の想起が生じることである。たとえば、小学校のときに短髪の
教員から激しく叱責された経験のある大学生がある日、短髪の職員を見た時に小学校のとき
に叱責された記憶を想起し、情緒的に混乱するというようなことである。
このように発達障害はトラウマ化のリスクが高くトラウマ記憶の想起が生じやすいため、
それに伴う情動的負荷は非常に高いことが推測される。
．発達障害と
．トラウマインフォームドケアとは
トラウマに配慮したかかわりのための概念的枠組みとしてトラウマインフォームドケア
（ ）という考え方がある。本邦ではまだ広く浸透していな
いが、米国のメンタルヘルス領域で注目されており ）、この 年間において教育、社会福
祉、医療、児童福祉など様々な領域への導入が試みられている ）。各領域に が導入さ
れている背景には米国疾病管理センター（
）と健康保険組合であるカイザーパーマネンテが共同で行った 研究（
）の結果 ）がもたらした影響は大きい。 研究は 年
から 年にかけて 名以上の南カリフォルニアの保険加入者を対象にした調査である。
歳までに心理的虐待、身体的虐待、性的虐待やネグレクト、離婚や親の精神疾患といった
家庭の問題に関する項目（逆境的小児期体験）にチェックを求める。そして、それがいくつ
）杉山登志朗 子どものトラウマの臨床（総論）．精神科、 、科学評論社、 、
）清水光恵 トラウマからみた発達障害の特徴 ストレス科学研究、 、 、
）石井美緒 トラウマインフォームドケア（トラウマを念頭に置いて臨むケア） 精神看護、 、 、
）
）
あったかをスコア化し、成人期における健康やウェルビーイングとの関連を見た。結果は回
答者のおよそ三分の二が少なくとも 回、五分の一以上が 回以上の逆境的小児期体験を経
験していること、また、スコアが高くなればなるほどアルコール中毒、うつ、自殺未遂、虚
血性疾患、肝疾患といった精神や身体の健康問題を抱えている率が高くなることが明らかに
なった（図 ）。逆境的小児期体験の体験率が予想よりも多く、また逆境的小児期体験がそ
の後のその人の身体的健康、精神的健康面に悪影響を及ぼすことから、多くの人に衝撃を与
えた。また、トラウマを抱えた人は、医療だけでなく精神保健福祉サービスや司法などの他
機関とかかわりを持つことが少なくなく、その機関に従事する人々はトラウマを理解してか
かわることの必要性が認識されるようになった。
例えば、性被害に会った女性は精神科以外にも、他科の病院を受診することもある。その
際、男性医療従事者が性被害というトラウマを認識することなく身体接触を行うと、その女
性はフラッシュバックが生じ、通院から遠のくという事態が生じてしまう。
． の条件と原理
アメリカ連邦保健省薬物依存精神保健サービス（
）が 年に刊行したトラウマインフォームドアプローチの手引書 ）で
大阪商業大学教職課程研究紀要 第 巻 第 号（通号 号）
図 逆境的小児期体験の健康やウェルビーイングへの作用機序
）
（
（参照 ）
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は、このアプローチに欠かせない条件として つを掲げられている。第一は、トラウマの体
験率の高さと影響を理解することである（ ）。 研究でも述べたようにトラウマ
ティックな体験をしている人は想定よりも多い。また、感情、認知、行動に大きな影響を及
ぼす。このことをまず理解することである。第二はクライエント、家族、職員、その他の組
織関係者がトラウマの兆候や症状に気づくことである（ ）。このことに気付くこ
とが次のトラウマ対応に繋がる。第三はトラウマの知識を方針、手続き、実践に組み込み対
応することである（ ）。このようなトラウマの悪影響や症状などの知識を組織の運
営に取り入れることでクライエントに適切に対応できるようになる。 つ目は再トラウマ化
を予防することである（ ）である。トラウマの症状を誘発するト
リガーを同定することで、再びトラウマを体験することを未然に防ぐことができる。これら
の条件を合わせて つの“ ” として表すこともある。
の原則として、 ）は 安全 、 信頼性と透明性 、 ピアサポート 、 協働
と相互性 、 エンパワメント、発言と選択 、 文化、歴史、ジェンダーの問題 つにまと
めている。アメリカ心理学会が編集しているトラウマ心理学のハンドブック ）ではファ
ローとハリスらの 安全 、 信頼性 、 選択 、 協働 、 エンパワメント の つの原則を
紹介している。ファローとハリスは の分野では大きく影響を及ぼした出版物である
） の編集者である。以下、 の
内容に沿って の原則を説明する。以後、サバイバーという用語を用いるが、サバイ
バーはトラウマを負っても、なんとか生き延びている人のことを指す。
安全
トラウマは世界、他者に対する安全感に影響を与える。サバイバーは様々な危険に対する
兆候に過剰に注意を向け不安や恐怖を抱きやすくなる。ここでの安全は外部の危険から身体
を守るという身体的安全だけでなく、情緒的安全の意味も含まれている。例えば、席替え一
つとっても、サバイバーは脅威に感じ、安全感を抱くことができないことがある。身体的安
全や心理的安全を保証した活動や環境を提供するようにする。
信頼性
虐待などの対人関係によるトラウマは他者に対して不信感を抱きやすくなる。そのため、
サバイバーと支援者がラポール形成に長い時間を要することがある。信頼構築を促進するた
めには、作業に取り組むさいには明確に情報を伝え、方針には一貫性をもたせ、対人関係間
には適切な境界（バウンダリー）を設けるなど構造の明瞭化をする。特にバウンダリーの維
持は親子の関係性のように境界が壊されたトラウマ歴のあるサバイバーにとっては繊細な問
題になる。また、透明性も信頼形成には欠かせない要素である。透明性は、治療原理の説明
から、逆転移を含む個人的な情報に至るまで含まれる。
選択
サバイバーはコントロール感を喪失していることが多い。そのためセッションの日や時間
）
）
などのように出来るだけ選択する機会を提供する。そうすることでコントロール感を回復す
るための場を保証するようにする。
協働
物事の計画を立てるときにはサバイバーと支援者は協働で行う。このことにより、サバイ
バーと支援者は権限の共有ができる。協働的な関係性を確立することでサバイバーの安全感
は高まる。
エンパワメント
エンパワメントはサバイバーにとって優先事項である。サバイバーは無力化されて、権威
に対して過敏になっていることが多い。このことが医療に通うことを遠ざけてしまう要因に
もなっている。サバイバーをエンパワメントするには、支援者と開かれた対話を行いなが
ら、安全感を抱くことが必要となる。そして、サバイバーにとって意味のある目標を明らか
にし、その目標に向かうことができるように支援していく。その中でサバイバーのストレン
グスや資源を協働で明らかにしていくこともエンパワメントの中で大切なことである。
上記のトラウマインフォームドな考え方を 行政や指導者 、 方針 、 物理的環境 、 エ
ンゲージメントと関与 、 分野の枠を超えた協働 、 スクリーニング、アセスメント、治療
サービス 、 訓練と労働力開発 、 経過の監視と質の保証 、 資金調達 、 評価 といった
に及ぶ領域に導入していくことで、組織的にトラウマに対する態度を変化させていくので
ある。
このように はいつどこで何をするといった物事の構造化が明瞭であり、その構造化
も支援者と協働で話し合いしながら決めていく。そのため、必然的にサバイバーは安全感を
抱きエンパワメントされコントロール感が増しやすくなると考えられる。
．教育分野における
このような の原理を教育分野に応用したものがトラウマセンシティブスクール（
）である。米国では、少なくとも の州で実施されている ）。また、
オバマ政権下で成立した教育法であるすべての生徒が成功する法（
））では、安全や健康を支援する活動の条項の中で に触れられてお
り、その重要性が認識され始めている。
教育分野で が導入されるようになった背景として ゼロトレランス政策の問題点 、
トラウマが学業などに及ぼす影響 、 子どもの問題行動に対する新しい理解の仕方や適切
な関わり方 の三点が挙げられている ）。
第一のゼロトレランス政策とは、暴力行為に対して停学、退学処分といった厳しい処置を
施すという問題行動に対する厳罰主義のことである。結果的に社会からもドロップアウトす
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る子どもたちが増えてしまうという問題点が指摘されている。第二の トラウマが学業など
に及ぼす影響 はトラウマが脳機能・構造に及ぼす影響が明らかになっていることと関連し
ている。 患者はトラウマ記憶を甦らせたとき、大脳辺縁系の活動が優位になり、理
性や合理性の機能を果たす前頭前野の制御が効かなくなり冷静な判断がしにくくなることが
明らかになっている ）。表現力、言語、記憶、注意や実行機能といった子どもの認知機能全
体の発達に影響を与えるため、学業にも大きな影響を与える。三点目の 子どもの問題行動
に対する新しい理解の仕方や適切な関わり方 はトラウマの病態理解の進展と関連してい
る。生徒の破壊的行動に対する今までの理解の仕方は、生徒の背景や行動のメカニズムを理
解することよりも生徒の反抗的な態度の側面が強調されがちであった。場合によっては、極
端な罰が与えられ、子どもは元々持っている周囲への不信感が強化されることになる。一
方、これまでの研究から、トラウマがある児童生徒の破壊的行動のような周囲を困惑させる
激しい行動は、トリガーにより大脳辺縁系が優位に活発になり過覚醒状態に陥っていると理
解することができる。そうすると、対応としては単に厳しい罰を与えるのではなく、むしろ
大脳辺縁系の活動を抑制するようなリラクセーションやタイムアウトなどの活動を取り入れ
るという方法を選択することが期待される。
このように は米国における教育問題やトラウマに対する理解の深まりといった背景
から各州で実施されるにようになっているのである。
． における具体的な対応
マサチューセッツ州の トラウマと学習の政策イニシアティブ（
） は、最早期に の手引書をまとめ ） ）、各州の に広く参
照されている。この手引書の中では、 の枠組みの主要素として 学校全体のインフラ
と文化 、 教職員の研修 、 精神保健の専門家につなぐ 、 トラウマをもつ子どもへの学習
指導 、 学校の方針、手続き、プロトコル の つが挙げられている。ここではその中の
トラウマをもつ子どもへの学習指導 における実際の指導方法における留意点に簡単に触
れる。
ここでの注目点はトラウマをもつ児童生徒と学習障害をもつ児童生徒の学習場面において
生じる困難が類似しているという指摘である。学習障害の児童生徒は文章をまとめたり、物
語を読み取ることができないという状態が見られることがあるが、トラウマをもつ児童生徒
も同様のことが起こる。それぞれの学習の困難さの原因は異なるものの、同様の指導方法が
効果的である。
包括的な教育方法
まず重要なのは教師が児童生徒の社会的問題や行動的問題にこだわらず学習のニーズに対
応しようとする教室の雰囲気作りである。トラウマをもつ児童生徒はその影響から学力面に
）友田明美 脳科学から見た 友田明美・杉山登志朗・谷池雅子（編） 子どもの 診断と治
療社
）
）
影響が出る。児童生徒の悪い面ばかりに注目するのではなく、その生徒の能力を発見し、子
どもの興味に合わせて物事を進めていく。授業のスケジュールや活動は明確に示し、ルー
ティンとは異なる活動の場合にはトラウマの再体験となるようなトリガーは避けるように工
夫する。このようにして物事の予測性がつくようにする。学習に関しては他の児童生徒と同
様に進めた方がよいが、あまりにも大きな差が見られる場合には問題点を列挙し、改善計画
を立てることで問題を解決していく。このようにして身体的安全、情緒的安全を保ちなが
ら、児童生徒の学習に対するニーズに対応する。
言語に基づく教育方法
トラウマをもつ児童生徒はノンバーバルな兆候に注意を払いやすい。授業中の情報を頻繁
に見逃したり、内容を誤解することがある。このことにより、授業の流れについてこれずに
不安が高まりやすくなる。情報の伝え方を工夫することは不安を軽減するには効果的であ
る。例えば、言語情報でも視覚的情報や聴覚的情報など様々なモードを用い繰り返し教え
る。場合によっては子どもの手を取って線上を一緒に歩くというように実際的な練習をして
もよい。
また、新奇で特殊な内容の物事に取り組むには、授業の本題に入る前に新しい言葉や概念
を調べたり、結果の予想を尋ねたり、物事の流れや因果関係を繰り返し確認する。それ以外
にもトラウマをもつ子どもは感情を同定する言語能力が損なわれていることがある。感情を
同定し伝えるための学習は児童生徒の行動を調整するのに役立つ。このように情報の伝え方
を工夫したり、感情の問題に取り組むことでトラウマをもつ児童生徒の不安を軽減させ、学
習に取り組みやすくするのである。
．考 察
教育分野における として の内容や指導方法の一端を述べてきた。 はトラ
ウマに関する知識を身に付けていくという点においては新しい取り組みであるが、本邦の多
くの教員にとって上記のような指導方法は取り立てて特別なものではなく、日常的に実践し
ている内容とさほど変わりないと感じるのではないかと考えられる。一方で、 の実践
は児童生徒の行動の背景を理解することを重視し、なぜそのような指導方法が必要なのか非
常に明瞭にしている。つまり、 は日常的に教員が無意識に実践している事柄に対して
意味づけや構造化を行うことで、意識的な実践へと転換する透明性の高い枠組みを提供して
くれると言える。また、 のトラウマケアの考え方を実践することは、すなわち全生
徒、職員にとっても安全で安心な環境を育むことにもなる。
発達障害とトラウマケアという観点で見ていくと、 の指導方法は特別支援教育にお
ける方法と非常に似ている。発達障害の児童生徒は、想像性の障害から生じる見通しの立て
にくさや不注意から来る情報の見落としや誤解がある。また、感情調整に問題を抱える児童
生徒も少なくない。このような発達障害のもつ特徴と照らし合わせて考えると、上記の
で推奨されている構造度が高く見える化されている指導方法はトラウマを抱える発達
障害にとっても予測性が高く、安全感を抱きやすいと推測される。また、感情の認識や調整
大阪商業大学教職課程研究紀要 第 巻 第 号（通号 号）
教育領域における発達障害のトラウマケアについての一考察（中村）
に問題を抱えやすい発達障害には社会情動学習は有効であり、全生徒の社会情動スキルの上
達にも繋がる。
注意点としては前述した発達障害をもつ児童生徒はトラウマ記憶の想起に関する特徴があ
る。言語化に問題を抱える児童生徒の場合、何がきっかけでパニックになっているのか、周
囲に伝えることができないため、情緒的混乱の原因が把握しにくい面がある。この場合、
様々な場面で行動観察したり、保護者と情報交換したりして、統合的に情報を収集する工夫
をしながら、一方で児童生徒のメタ認知を育む取り組みが欠かせないと考えられる。
本稿では の枠組みの一端に触れたが、 の枠組みは特定の職員だけが行う取り組
みではない。その取り組みは組織的なものであり、実践していくためのチーム作り、地域と
のネットワーク作り、保護者との関係作り、安全安心な教室作り、職員の専門育成研修など
内容は多岐に渡る。今回紹介出来なかった内容に関しては今後紹介していきたい。

